
融金科に足並〉ける掌び続けるよfど名

J.尊び続ける子ともとは

苧ぷ続ける子どもとは，「どうしても学びたし，_1 と1・う意はとてタ：際に｜学び杭けることができるJ

力をもった子どもである。そして社会科でその育成が求めちれる（学び涜けるこ手ども」とは，社会

日事象や問題に対して問いかけ，追究することが大好きな子どもでそュり勺社会的事象ぞ？士会の問題

を「読み解く力Jl）をもった子どもであろう。社会的事象や問題に対してiii!いf叶九追究すること

が大好きな子どもを育てるためにはヲ実際にそのような活動を社会科の学習で行うことが必要マあ

子。それではり社会的事象や社会の問題を「読み解くカ」とはどのような刀だろんか

社会を読み解いていくためには，社会に対して次のような i問い」をもコことが必要であるr

明どうなっているか（いつヲ どこヲ言f主が句刊をヲ どのように，どのようなj

ーなぜか e どうしてか

ι どうしたらよいか句善いか悪いかラどの解決策が望ましいか

社会的事象や社会の問題に対して，「どうなっているか」「なぜかJ「どちしたらよい7戸」と向い句

とり答えを求めていくカが社会を「読み解く力」でありうこのような「問いJを持ち続ける子ど

らつまりラ間1;続ける子どもの育成が求められる。
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ι闘い続ける平どもを青てる社会科学理
同い続ける子どもを育成するためには，次のような「社会そ矢口る」「社会をわかるi「社会にかか

わる」ための学習を実際に子どもが経験することが必要である。

。社会を矢口る学習

・t土会的事象に対して「ど予

知ったととをまとめる。

つ社会をわかる学習

c社会的事象に対して「なぜか」

がったととをみまとめるc

つ社会』とかかわる学習

・7士会的事主主に対じて「どうしたらよいか」

結果をまとめる。

ど問いかけ，資料から必要なJ情報を読み取りフ

その

ってドるか」

と間し叫λけ9 事象花互の関係やその意味・意義を考えて，

問い」 課題解決の方誌や方策を判断して，

F~い続ける子どもを育てを教材力開発
したように，社会を「読み解く力」？？？育てる社会科ι授業には問いめ成立が不可タマである。そ

めにはq 子どもが「おかしし、Jn 「不思議？を」， I変だ」ヲ「おもしろそうだ」と興味を持つ教材，

ご＼／、な」と感動する教材ラ多様な問いが宝まれ不教材，一人ひとりの子どもにとって切実な問

しぺ｝二生まれる教材，調べ考えていくうちにきらなる問題が見つかる教材そ開発してし、イこと

勺ちる。そ6うような教材開発の視点としてラ ｛~＇（.の三点をめげたい 2 ）。

出で直面した説顕在，工夫。努力。協刀しながら問題解決している盗の教
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情報化，環境悪仕など社会の安イUこ伴って提起きれ「し、る課題の教材イヒ

ないようま課題（i':t会的な同誌や論？：的Iふ極）の｛号、吋イヒ
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